
奈良市埋蔵文化財調査センタ･-速報展示賃料 No.23

さ いだ い じ じ ち し び

西大寺寺地から出土 した鶴尾

西大寺旧境内 奈良市西大寺南町

奈良市教育委員会では､昭和63年度以来､近鉄

西大寺駅南土地区画整理事業に係る発掘調査 を継

続して実施しています｡平成16年度には､西大寺
おおむね

旧境内で実施 した発掘調査で､屋根の大横の両端
し ぴ

を飾っていた奈良時代の塊尾が出土 しましたO塊
めすら

尾の出土例は珍しく､貴重な発見となりました｡

この調査は､現在の西大寺境内の東側で行いま
へいじょうきょう

した｡平城京の条坊では､右京一条三坊三坪に当

たり､ 奈良時代後半に西大寺が建立された後は､
が らん

主要伽藍の東にある寺地の一角となります｡

調査の概要 調査では,1.000niの範囲を発掘

しました｡現地真下約0.8mで遺構のある面に達し
はったてばしらたてもの はったてはしらべい

ます｡この面で､掘立柱建物4棟､掘立柱塀7条､
い ど ど こ う
井戸8基､土坑11基な どを見つけました｡建物の
くら

数に比べ､井戸の多きが目立ちます｡
けたゆき

発掘区西半では､奈良時代の終わり頃に桁行6
けん は りま ひさし

間 (16.2m)､梁間3間 (8.1m)の西庇付の南北

棟となる大きな建物が建ち､その東3.9m離れた位

置には､建物に平行 して､南北13間 (27.0m)以

上の塀が造られています｡

平安時代以降には､小規模な建物とそれを区画

する塀が造られるようにな ります｡そして､最も

新 しい塀は近世 に入ってか ら造られたものである

調査地位置図 (1/10,000)

ことがわかっています｡

井戸には､奈良時代のものから室町時代に至る

ものまで様々な時代のものがあり､井戸枠が残る

ものと､枠は抜 き取られ､井戸底 に用いた部材だ

けが残っているものがありました｡井戸枠の構造
たていた よこさん と

には､①縦板を方形 に組み四隅の柱と横桟で留め

るもの､②横板 を方形に積み上げるもの､③石を

円形に積み上げるもの､④瓦を円筒状に積み上げ

るもの､⑤縦板 を連結 して､円筒状にするものな
みず

ど､多様なものがあ りました｡また､井戸底の水
ため ます おけ

溜 には､板を方形に組み､析状としたもの,桶､
まげbの かめ
曲物､嚢などが使われていました｡

さらに､土坑11基のうちの数基には､平面形や
たいせき

深さ､埋土の堆積状況を考えると､枠が完全に抜

き取られた井戸 と考 えられるものがあることか

ら､発掘区内に造られていた井戸の数がさらに増

加する可能性があります｡

これらの状況から､一帯は西大寺の寺地として､
うかが

長期にわたり利用されていた様子を窺うことがで

きます｡

今回､発見した盛尾は､瓦製で､発掘区東半で

発見 した平安時代初めの井戸枠内と室町時代の土

坑から､計2点が出土しました｡

屋根の部分名称 (『日本の柔術第392号 盛尾』か ら引用)



賎尾とは 塊尾は､屋根の大横の両端 を飾る瓦

の一種です｡飛鳥時代に中国から日本に伝えられ､

宮殿や寺院の主要な建物に飾られたと考えられて

います｡瓦製のはか､石 ･銅 ･鉛 ･木製の騰尾が
あすか で ら して んの う

あったようです｡古代の盛尾は､ 飛鳥寺､ 四天王
じ ゃ まだ て ら とうしようだ いじ でんせい ひん

寺 ､山田寺などの出土品や唐招提寺の伝世品が有

名です｡特に唐招提寺金堂の屋根を飾っていた瓦

製鴎尾は､現存する唯一の奈良時代のものです｡

文献 中の嬢 尾 平城京内の寺院に飾られた鴎

尾については､文献にもその存在が記されていま
さい だ い じ し ぎい る卓 fI>よ う しょうそういんもん

す｡奈良時代の 『西大寺資財流記帳』､『正倉院文
じ上 や く しこん と う は つ け じ あ み だ じJ:うどいん

書』には､西大寺薬師金堂や法華寺阿弥陀浄土院
こんどう こんどうせい

金堂で､金銅製塊尾が使われていたとする記録が

あります｡また､平安時代の史料や絵画からも塊
うかが

尾の存在が窺えます｡奈良 ･平安時代の宮殿や寺

院の主要な建物 には､金銅製を最上級 とする鴎尾

がのせられていたようです｡

出土 した典尾 盛尾は､頭部､胴部､縦帯､
ひれ

鰭部に区分されています｡今回､出土した盛尾は､

頭部と鰭部の断片です｡頭部は､下部に横方向の
とったい

突帯1本が､端部に縦方向の突帯2本があります｡

鰭部は､表裏面ともに段が確認できます｡

出土鵡尾鰭部図 (1/8)

二二=T.二
出土鴎尾頭部図 (1/8)

集尾の復元 ところで､西大寺の所蔵品の中に､

瓦製鴎尾の頭部があります｡形状や大きさ､頭部

に特徴的な突帯2本があるなど､今回出土 したも

のとの共通点があります｡今回の出土品と西大寺

の所蔵品をもとに､鴎尾を復元 してみると､鰭部
しゅt)んたい

や珠紋帯の表現などが､唐招提寺金堂の瓦製塊尾

によく似ていることがわか ります｡おおよそ､下

図のように復元できるのではないか と考えてお

り､非常に立派な劫尾であったと想像できます.

先述の通 り､西大寺では､薬師金堂に金銅製鵡

尾が飾 られていたとはされていますが､瓦製鴎尾

の記録はみられません｡今回出土した瓦製鵡尾が､

西大寺のどの建物に使われていたのか､興味の尽

きないところです｡今後､調査をすすめていきた

いと考えています｡

(珠紋帯)

鳩尾復元模式側面図
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西大寺所蔵鳩尾頭部図 (1/8)
(r西大寺防災施設工事発掘調査報告fLtu 掲載図を一部改変)
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